
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新年のご挨拶～ 

明けまして、おめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。平成の世から令和へと改元を経て、

初めての新年を迎えることが出来ました。これもひとえに皆々様からのご愛顧のおかげでございます。益々の発展

を目指して、鋭意努力してまいりますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、日経平均を見ると株価は高値安定で推移していますが、足元の景況感は決して安定しているとは言えず、

景気も株価先行で走っている感の強い昨今ではあります。今年は介護保険法の改定もあり、昨年より社会保障審議

会の介護保険部会で審議が行われていますが、介護保険サービスを受ける側にとっても、提供する側にとっても決

して楽観視できる内容ではございません。我々にとってもより一層の経営努力が必要になってくる年でもあります。 

介護保険事業も報酬改定の中にスケールメリットを活かして経営をしていきなさいというメッセージを暗に込

め、規模による差別化をはかってきています。その影響か昨年度上半期で介護事業所の倒産廃業も過去最多を更新

しております。おかげさまをもちまして、我々は皆様に支えられ今に至っておりますが、業務の効率化も積極的に

図っていかないといけません。昨年度は株式会社ナーシングホーム三条による運営を委託から直営へと代えさせて

頂きました。厳しい時代において新たな変化を求められた時、柔軟に対応していくことこそが、発展していく足掛

かりになると思っております。 

そういった近い将来の変化を見据えたなかで、私自身縁あって、今年よりミャンマーからの技能実習生の受け入

れに伴う組合の設立に関わらせていただくことになりました。昨今介護業界にかぎらず様々な業種で人手不足が叫

ばれているなか、海外からの技能実習生もフィリピン、インドネシア、ミャンマー、ベトナム、タイ、モンゴル等

‥‥多岐にわたっております。実際に受け入れているところも少なくなくなってきています。今後、こういった流

れが避けようのないものなのであれば、受動的にいるのではなく、受け入れた結果より良い環境となるように積極

的に動いていくことも大事なのだと思っております。 

ここ 5 年～10 年は大きな潮流の下、新たなパラダイムシフトの期間になると思われます。価値観自体が更に大

きく変わっていくと思われます。身近なところで言えば、移動通信システムも次世代の 5G へと変わろうとしてい

ます。ホンの十数年前まで想像もしなかったですが、今やスマートフォン一つ持っていけば電車も飛行機も乗れて、

財布にもなり、音楽も聞けて映像も見られる時代です。世界とリアルタイムで映像でのやり取りができます。もっ

と様変わりしていくことでしょう。自動運転の車もそうですが、技術的なものは問題ないのだと思われます。ただ、

法整備が追い付いておらず、そこが整えば一気に普及することでしょう。人工知能も発達はめまぐるしいですし、

ロボット技術も進み、以前から言われてはいましたが、実際に無くなっていく職業自体も徐々に出始めてくるとお

もわれます。この大きな変革に柔軟に対応していきたいと思っています。 

最後になりますが、今年の干支は『庚子』。庚は五行で言うところの終わり、そして改めるという意味がありま

す。子は始まりであり、増えるというイメージがあります。芽が出て膨らんで・・・・。大きな変化の始まりの年。

そんな年になるのだと思います。  

引き続き本年もご指導、ご鞭撻の程どうぞよろしくお願い申し上げます。皆々様の益々のご健勝、ご多幸を心よ

りご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

ナーシングホーム三条 代表取締役 横山 慎 
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ナーシングホーム三条 

【福祉事業理念】 

１.お客様を尊敬し敬意を払い接します 

２.お客様に感謝される仕事をします 

３.頼りになる存在になります 

４.笑顔があふれる空間にします 

５.感度を大切にします 

☎




